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１．はじめに 

近年、電気自動車（EV）が急速に普及していますが、EVで使用される電池（電気自動車用電

池：electric-vehicle battery（以下、EVB）はEVの動力源として重要な役割を果たしています。

技術の進歩により、従来より高性能で低コストなバッテリーが開発されており、これによりEVの

価格低下、充電時間や走行距離の向上が進んでおりEV普及を後押ししています。 

 

 

図 1 BEVと PHEVの売上推移（全世界）1 

 

一方でEVBのリスクとして、環境問題（レアメタル使用による生産・リサイクル時の環境負荷

や廃棄時の環境への影響）、ハッキングやセキュリティ攻撃などが想定されていますが、併せて火

災・爆発のリスクもあります。特に高エネルギー密度のリチウムイオン電池は、過充電、過放電、

損傷、高温などの条件下で発火・爆発する可能性があります。 

そこで今回より数回にわたり、EVBの火災リスクについて説明します。まず本号ではEVBの概

要や電気自動車の火災原因について、また次号以降ではEVBの火災特性や対処法等についてご案

内します。 

  

                                                   
1 https://www.ev-volumes.com/ 

No.22-015 

 

19 

【要旨】 

 ■ 電気自動車の普及に伴い電気自動車用電池の役割が高まっています。 

 ■ 主要な電池であるリチウムイオン電池には様々な種類があり電気自動車では安全性が高い

ものが採用されています。 

 ■ 電気自動車の火災の多くは電池に起因しています。 
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２．電気自動車用電池（EVB）の概要 

EVBは、電池式電気自動車（BEV）やハイブリッド式電気自動車（HEV）などの電気モーター

を駆動するための二次電池です。エネルギー密度が高く急速充放電が可能という特徴などから、

現状ではリチウムイオン電池が主流です。 

EVBは、高いエネルギー密度と長い寿命を持つことが求められます。また、高い安全性や信頼

性も必要です。 

表1はEVBとして採用されることが多いリチウムイオン電池とニッケル水素電池の特徴を比較

したものです。 

 

表 1 リチウムイオン電池とニッケル水素電池の主な特徴 2 

 リチウムイオン電池 ニッケル水素電池 

価格 高 安 

充放電時間 早い 遅い 

サイズ 小 大 

重量 軽 重 

温度特性 低温に弱い 低温に強い 

自動車での主な用途 BEVやPHEV3 HEV 

 

 

 

図 2 一般的な電池のエネルギー密度あたりのサイズ（縦軸）と重量（横軸）4 

  

                                                   
2 一般的な情報であり、製品の種類や容量、メーカー、生産体制などによって特徴・用途は変わります。 
3 PHEV：プラグインハイブリッド式電気自動車（Plug-in Hybrid Electric Vehicle） 

4 Current Li-Ion Battery Technologies in Electric Vehicles and Opportunity for Advancements (Yu Mia 他)  

ニッケル水素電池 リチウムイオン電池

池 
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３．リチウムイオン電池の概要 

以下では電池自動車の主要なEVBであるリチウムイオン電池について説明します。 

リチウムイオン電池とは正極と負極の間をリチウムイオンが移動して充放電する二次電池です。

リチウムイオン電池はエネルギー密度が高く、急速充放電が可能です。また充放電を繰り返すこ

とによる劣化が少ないため長寿命であると言われています。一方で課題としては他の蓄電池と比

べて高価なことや、火災リスクなどに対する高い安全性が必要であることなどが挙げられます。

リチウム電池には多くの種類があります。以下は電気自動車で利用されている主要なリチウム電

池の特徴を比較したものです。リチウムイオン電池の危険性は種類によって異なり、エネルギー

密度が高いほど危険性も高まります。以下4種類の電池の中で最も安全性が高いのはリン酸鉄系で、

次いで三元系、マンガン系、ニッケル系となります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図 3 主なリチウムイオンバッテリーの特徴5,6 

                                                   
5 Current Li-Ion Battery Technologies in Electric Vehicles and Opportunity for Advancements (Yu Mia 他) を基

に当社にて補足を追記 
6 https://www.y-skt.co.jp/magazine/knowledge/type-li_ion_battery/ 

熱安定性に優れ安全性が高い 熱暴走が起こりづらく 

安全性が高い 

発熱量が少なく、低温時の放電

特性にも優れている 

発熱量が少ない 
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４．電気自動車の火災の多くは電池に起因 

以下は2018年に発生した電気自動車の火災の概要です。電気自動車の火災の原因の多くはリチ

ウムイオンバッテリーに起因するものです。充電中の出火、自然発火、時間をおいて再燃する、

など電気自動車特有の火災事例が見られます。 

 

表 2 電気自動車の主な火災事故（2018年）7 

火災発生時 発生国 概要 

充電中 

タイ 自宅リビングのソケットに車の充電ケーブルを差し込

み充電したところ出火、火災が家に広がった 

不明 詳細不明 

中国 詳細不明 

中国 詳細不明 

中国 詳細不明 

駐車中 

中国 自然発火 

スペイン 自然発火 

オランダ 車両前部が焼損、バッテリーに起因するものではない 

アメリカ 作業場に駐車中に出火、鎮火後再燃 

運転中 

中国 運転中に自然発火 

中国 運転中に自然発火 

中国 詳細不明 

アメリカ 現場で消火。再燃なし 

衝突後 

アメリカ 事故現場で鎮火されたが、5日後にレッカーヤードで再

燃 

アメリカ 事故現場で鎮火されたが、レッカー車への積込中に再

度出火、さらにレッカーヤードで出火 

スイス 車両がガードレールに衝突、反転して炎上 

 

以下は自動車火災に関するリコールの件数と火災原因です。ガソリン車の火災原因は短絡・ABS、

燃料漏れなど様々ですが、電気自動車の火災原因は全てバッテリーに起因しています。 

 

表 3 リコール台数・種類・火災原因（2020 年）8 

 

                                                   
7 A Review of Battery Fires in Electric Vehicles (Peiyi Sun ほか) を基に当社で作成 
8 https://www.autoinsuranceez.com/gas-vs-electric-car-fires/ を基に当社で作成 
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おわりに 

本号ではEVBについてリチウムイオン電池が主流であること、またEVの火災は充電中、自然発

火によるものや、再燃可能性などの特徴があることを説明しました。 

次号以降ではEVBの火災特性や対処法等についてご案内します。 

 

以上 
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